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Vol.７

大崎町立野方小学校
校長：恐田 正行 教頭：山田 浩隆

「メディアコントロールチャレンジ」 《児童の感想》
学期に１回（年３回），大崎町家庭学習強調週 ・本を読む時間ができました。

間の取組に合わせ，行っています。 ・早く眠っていい夢を見ました。
チャレンジ方法は，その時々で，できるコース ・本を読んだことで時間が早く進んだように

を各家庭で設定，工夫し取り組みます。 感じました。
－平成３０年度実績－ ・家族との会話も楽しかったです。

第１回目： ６月１７日～ ６月２４日 《保護者の感想》
第２回目：１１月２５日～１２月 ２日 ・Youtubeの見過ぎに注意させたいです。
第３回目： ２月１０日～ ２月１７日 ・テレビの話題ではなく，親子で顔を合わせ，

楽しく話してとてもいい時間が過ごせまし
☆かめコース…食事中はテレビを消す。 た。
☆ねこコース…夜９時以降はテレビを消し，ゲーム ・早めに寝るように心がけて朝はすっきりと

もしない。 していました。
☆いぬコース…テレビ，ゲームは１日１時間まで。 ・チャレンジをするようになってから，自分
☆ぞうコース…ノーテレビ・ノーゲームデー。 の身の回りのことを進んでするようになっ
☆我が家コース…家族でルールを決め取り組む。 たと思います。

学びの５箇条について説明

しています。

学びの５箇条について説明

しています。

学びの５箇条について説明

しています。

学びの５箇条について説明

しています。

【 校 訓 】
『なかよく』『かしこく』『たくましく』

【キャッチフレーズ】
「笑顔輝く野方っ子

『歌と 読書と 思いやり』」

【児童数】 ６７名 【４８戸】

１年生 ９名・４年生 １２名
２年生 ９名・５年生 １０名
３年生 １３名・６年生 １４名

【学校教育目標】
『ふるさと野方に誇りをもち，
自ら学び，心豊かでたくましい子供を育成する』

～ 自己肯定感を育む教育の推進 ～

家庭学習の手引きの紹介

本校では，低・中・高学年用・保護者用の家庭学習の手引きを作成して活用しています。学級P

TA等で家庭学習についての必要性を十分に説明して，手引きを配布することで，学校と保護者が

連携しながら取り組んでいます。保護者用の家庭学習の手引きと保護者の感想を紹介します。

学びの５箇条について説明

しています。

学習環境や学習のきまりに

ついて説明しています。

家庭学習のポイントについ

て説明しています。

家庭学習を妨げるチェックポ

イントをまとめています。

筆箱の中身について説明して

います。

保護者の感想 ○宿題プリントをもっとたくさん出して欲しい。

○やっぱり勉強はした方がよいと思う。 ○学校と連携を深めて学力を

向上させたい。→家庭学習への関心や意欲が高まってきた。

Vol.7Vol.１

大崎町立野方小学校
校長：恐田 正行 教頭：蓑毛 透

「メディアコントロールチャレンジ」 《児童の感想》
学期に１回（年３回），大崎町家庭学習強調週 ・本を読む時間ができた。

間の取組に合わせ，行っています。 ・テレビを消すことで，宿題に集中でき，早
チャレンジ方法は，その時々で，できるコース く済ませることができた。

を各家庭で設定，工夫し取り組みます。 ・宿題をいつもより丁寧に取り組むことがで
－平成２９年度実績－ きた。

第１回目： ６月１７日～ ６月２３日 ・テレビも楽しいけど，読書も楽しかった。
第２回目：１１月２５日～１２月 １日 読書の時間も大切だなと思った。
第３回目： ２月１０日～ ２月１６日

《保護者の感想》
☆かめコース…食事中はテレビを消す。 ・初めてでなかなか慣れなかったが，習慣
☆ねこコース…９時以降はテレビを消し，ゲーム になると会話が増えると思った。

もしない。 ・宿題も早く済み，お手伝いもしてくれた。
☆いぬコース…テレビ，ゲームは１日１時間まで。 ・早く寝ることで，朝スッキリとしていた。
☆ぞうコース…ノーテレビ，ノーゲームデー。 ・中学生の子がテスト勉強に集中して取り
☆我が家コース…家族でルールを決め取り組む。 組むことができ，家族の協力がありがた

く感じた。

【 校 訓 】
『なかよく』『かしこく』『たくましく』

【キャッチフレーズ】
『笑顔輝く野方っ子

「歌と 読書と 思いやり」』

【児童数】 ７４名 【５１戸】

１年生 １０名・４年生 １０名
２年生 １３名・５年生 １５名
３年生 １３名・６年生 １３名

【学校教育目標】
『ふるさと野方に誇りをもち，

自ら学び，心豊かでたくましい子どもを育成する』
～ 自己肯定感を育む教育の推進 ～

「我が家の家庭学習のすすめ」 （野方小学校ＰＴＡ 母親会員）
わたしには，中学生と小学生の息子がいます。野方小学校でのメディアコントロールチャレンジを

きっかけに，家庭学習への取組が良くなったと感じています。

《家庭学習の家庭内ルール》
☆ 学校から帰宅したら，まず宿題を済ませる。
☆ 学習時間はテレビを消す
☆ 自分の得意なものから始める。 写 真
☆ 苦手なところ，分からないところは，後でゆっく

り時間をかけて取り組む。
☆ ゲームは，１日に１時間まで，宿題とお手伝いを

２つ以上してから。
リビングに集まりそれぞれの課題に取り組む

《保護者の声かけ・工夫等》
☆ 宿題は，少しでも目を通して，丁寧な字が書けていたときは褒めるようにしています。
☆ サインをしてあげることで，喜び，やる気も出るようです。
☆ 宿題の音読とは別に，１日１回本を読むようにしています。本を読んでいるときは，話しかけた

りせずに，見守るようにしています。
☆ 集中できなくなったら，一緒に夕食の支度をしたり，先にお風呂を済ませるように勧めたりしな

がら，それぞれの時間を過ごす工夫をしています。気持ちを切り替えることで，その後も限られた
時間の中で集中し，９時の就寝を目指して取り組んでいるようです。

☆ 時には，中学生の兄に教えてもらうことで，分かり易いと喜んで楽しく取り組めているようです。

このような取組を進めることで，子供たちなりに，テレビやゲームの誘惑に負けず，まずは宿題を
終わらせる習慣を身に付けられるよう努力しているようです。やるべき事を先に済ませ，就寝までの
時間を自分の自由時間として過ごすことができるようになってきました。低学年のうちから取り組む
ことで，学年が上がり，課題が多くなっても，限られた時間の中で有意義な家庭学習に取り組めるよ
うなってくると思います。
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